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伊予銀行新居浜支店が創業 100年 

記念事業の候補に｢お手玉遊び｣を体験 

伊予銀行新居浜支店(河野治広支店長)は、ことし創業 100周年

を迎えます。その記念事業を検討するにあたり、「新居浜らしさを

生かしたものを考えてみよう」と試行錯誤されていて、｢『お手玉

の聖地』にふさわしいものを｣という案が浮かんだそうです。 

そこで、｢まず、お手

玉遊びとはどんなもの

か｣を体験することか

ら始めようということ

になり、日本のお手玉

の会にお声をかけてい

ただきました。 

そして、平成 29年 2月 16日(木)の閉店後の

1時間、同支店の会議室に、行員のみなさん 40

余人が参加して、お手玉についての話を聞き、

お手玉遊びを体験する会が開かれました。 

講師は、日本のお手玉の会の武田信之理事が担当しました。 

お話は、『なぜ！いま!!お手玉遊びなの？』～２個のお手玉で仕事の疲れを癒す～のテーマ

ですすめました。 

お手玉は４千年の歴史があり、日本では聖徳太子もお手玉で遊んだこと、祖母から孫への

｢隔世伝承｣の遊びで、新居浜発！全国・世界行きの活動であることを紹介しました。  

最近、お手玉遊びは、認知症を予防し、健康寿命を延ばし、｢ゲーム脳｣や｢スマホの脅威｣

から脱却できるなどの効果が実証され、医学、教育、福祉、その他、多方面から注目を浴び

ていることなどを紹介しました。 

また、新居浜市で平成４年に開催した｢第１回全国お手玉遊び大会｣に、新居浜支店様も、

団体戦と個人戦に出場され、種目別の個人戦で優勝していることも披露しました。 

２個のお手玉を使った｢『うさぎとかめ』の『お手玉体操』｣の体験では、河野支店長(常務

執行役員)をはじめ、参加してくださった行員のみなさんが、笑顔で歓声を上げながら取り組

んでくださいました。(写真左：上下) 

｢楽しかった。お手玉って、こんなに楽しいもの

とは思わなかった｣、「仕事の疲れをとることがで

きることを実感できた｣、｢これからお手玉を始め

たい｣など、うれしい感想をいただきました。 

この講座を契機に、新居浜支店様の｢創業１００

周年事業｣に、お手玉遊びが採用されることを願っ

ています。 

（写真提供：伊予銀行新居浜支店） 
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